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通期業績予想と実績値との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2021年11月12日に公表いたしました2022年３月期通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生

じましたことを下記の通りお知らせするとともに、特別損失を計上いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１.通期業績予想と実績値との差異 

2022年３月期連結業績予想と実績値との差異（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想(A) 

百万円 

6,324 

百万円 

70 

百万円 

62 

百万円 

△83 

円 銭 

△10.36 

実績値(B) 6,254 78 70 △636 △79.59 

増減額(B-A) △70 8 8 △553  

増減率(%) △1.1％ 11.4 12.9 ―  

(参考)前期実績 

(2021年３月期) 
5,709 △637 △585 △1,056 △131.16 

 

２．差異が生じた理由 

当連結会計年度の売上高につきましては、前回予想から70百万円の減少となりました。一方で、営業

利益、経常利益につきましては、不採算教場の整理や経費の削減を推し進めた結果、予想を上回ること

となりました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、後述する特別損失の計上により、予

想を下回ることとなりました。 

 

３．特別損失の計上及びその内容 

2021年11月12日に公表いたしました通り、第２四半期において減損損失68百万円を特別損失に計上い

たしましたが、これに加え直近の動向を踏まえて中長期計画の見通しについて精査した結果、個別指導

部門等における一部固定資産の減損損失94百万円を特別損失に計上することといたしました。また、子

会社である株式会社フェアリィー及びTrester株式会社の今期業績の動向及び中長期計画の見通しにつ

いて精査した結果、将来キャッシュ・フローベースで当初の計画を下回ることとなったため、未償却の

のれん残高を一括償却し、減損損失として331百万円を計上いたしました。 

 

４．期末配当について 

期末配当につきましては、１株当たり５円から変更はございません。 

以上 


